
 

令和 3年 3月 24日 探究的学習発表会で発表しました 

 

 水産資源研究会「漁港内のプランクトン調査グループ」は、毎週月・水・金曜日に長井海洋実習場側の長井漁

港と新宿漁港内にてプランクトンを調査採集し、その結果を県立横須賀南高等学校で行われた探究的学習発表会

にて発表しました。 

きっかけは、本校や県内で種苗生産しているヒラメやカサゴを漁港内に放流したことでした。「果たして漁港

内に放流して、魚たちは生きていけるのか？餌はあるのか？」という疑問を解決すべく、漁港内にどんなプラン

クトンが生息しているのかを調べました。始めは、採集した中からプランクトンを見つけるだけでも大変！プラ

ンクトンの名前を調べるのはもっと大変！！しかし、回数を重ねると、プランクトンの名前も覚えていきました。

時折、見たことないプランクトンに出会うと大盛り上がり！まさに一期一会の研究でした。 

発表風景 

発表や質問に答える堂々した姿勢にお褒めの言葉をいただきました 

出会ったプランクトンたち（ほんの一部） 

左から、カニのメガロパ幼生、ヨコエビの仲間、カイアシの仲間 

活動風景 

左から、漁港で採集、採集後はゴミ拾い、顕微鏡でプランクトン観察 

 


